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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

シラヒゲソウ 
西南日本に分布し，九州では欠ける地方もある。本県では中部や西部
地域の火山地帯に偏在し，生育地は極めて少ない。湿地開発や人によ
る採取で，生育地の減少や消滅が懸念される。 
 
玖珠丘陵地・山地，由布・鶴見火山群，九重火山群 
 
 
本州(中～西部)，四国，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
丘陵地や山地の湿地。 
 
 
近年，観光開発による土地改変が著しく，生育地が減少している。 
 
 
国立公園指定植物［阿蘇くじゅう，瀬戸内海］ 

　 
　 
ユキノシタ科 
Saxifragaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Parnassia foliosa Hook. fil. et Thoms.  
var. nummularia (Maxim.) T. Ito

選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ウメバチソウ 
日本全土に広く分布し，本県においてもほぼ全域に生育地が広がって
いる。草原の森林化や人工牧野への改変，人による採取などが懸念さ
れる。 
 
 
耶馬渓・国東丘陵地，英彦山・犬ヶ岳山地，津江山地，玖珠丘陵地・山地，
九重火山群，由布・鶴見火山群，大分川・大野川丘陵地，豊後水道後背
地域，大野川上流域 
 
北海道，本州，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
北半球温帯～亜寒帯 
 
低地から低山地の草地。 
 
 
生育地の草原は野焼きの停止などで森林化し，あるいは人工草地へ改
変され，人による採取もあって，生育地の減少している所が多い。 
 
国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，瀬戸内海，耶馬日田英彦山，
祖母傾］ 

　 
　 
ユキノシタ科 
Saxifragaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Parnassia palustris L.

選定理由 
 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ワタナベソウ 
四国，九州に分布域が限られている。本県では「祖母・傾山地」のほ
か「由布・鶴見火山群」，「九重火山群」などの谷林内に生育する。
森林伐採や入山者の踏みつけ，人による採取で生育地の減少が懸念さ
れる。 
 
九重火山群，由布・鶴見火山群，大分川・大野川丘陵地，祖母・傾山地，
北川上流域 
 
四国，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
丘陵地や低山地の谷林内。 
 
 
森林伐採や植生遷移で生育環境が変化して衰退した所や，人により採
取された所がある。 
 
ソハヤキ要素の植物。国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，祖母傾］ 

　 
　 
ユキノシタ科 
Saxifragaceae
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環境庁 

II 
II

Peltoboykinia watanabei 
(Yatabe) Hara




